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 ヒ素は環境中に広く存在しており，無機態に加え，モノメチルアルソン酸（MMA），ジメチルアルシン酸（DMA），

トリメチルアルシンオキサイド（TMAO），テトラチチルアルソニウム（TeMA），アルセノベタイン（AB），アルセノ

コリン（AC）等の有機態の化合物が存在し，異なる毒性を持つことが知られている．これら 6 種の有機ヒ素化合物につ

いて LC-MS/MS によるヒ素形態別分析法の感度向上を目的とし，分析条件の再検討を行った結果，6 化合物の定量下限は

0.1～1mg/kg であった．ハマチを基材とする添加試料を分析した回収率は，TMAO が 13%と低かったが，MMA61%，

DMA47%，TeMA116%，AB85%，AC109%と比較的 100%に近い値であった．また，魚介類 8 試料（ハマチ，マアジ，マ

ダイ，ウマヅラハギ，サワラ，イサキ，メバル，スルメイカ，）の分析を行った結果，全ての試料から AB が検出され，

濃度は 2.0～12mg/kg であり，世界各地で分析された魚介類の AB 濃度の範囲内であった．また，メバルからは

TeMA0.4mg/kg が検出された．また海藻を原料とした市の特産品である「おきうと」7 試料については 6 種全ての有機ヒ

素化合物が定量下限未満であった．  

 




